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要 旨 医薬分業が進み多くの保険薬局で院外処方箋が応需されているが，臨床検査値記載が
ない中で処方監査，服薬指導を行っている．国立病院機構金沢医療センターでも2018

年12月より院外処方箋へ22項目の臨床検査値記載を開始した．アンケート調査を行いアンケート
用紙は49薬局より回収，うち41薬局（83.7%）が臨床検査値を記載した院外処方箋を応需していた．
臨床検査値の確認に基づき 3 薬局が疑義照会を行い，15薬局が患者の意識や行動に変化があると
回答した．処方監査，服薬指導時に臨床検査値が不要との回答はなかった．血清クレアチニン，
PT-INRは投与量の確認に多く使用されていた．院外処方箋への臨床検査値記載は処方監査や服
薬指導に有用であり，負担の大きな増加は認められておらず院外処方箋への臨床検査値記載は薬
の適正使用に有用であると考えられた．
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緒 言

　医薬分業が進み多くの保険薬局（以下，薬局）で
院外処方箋が応需されている．薬剤師は薬歴を一元
的・継続的に把握し，服薬指導等を通じて地域住民
の健康管理に重要な役割を担っている．一方で添付
文書には腎・肝機能の生理機能低下による用法用量

の記載があるものの，患者の検査データを把握しな
いまま処方監査，服薬指導が行われている．
　国立病院機構金沢医療センター（当院）では病院
薬剤師と金沢市薬剤師会が定期的に会議を行ってい
る．2018年 9 月より院外処方箋に対する残薬調整等
の形式的な疑義照会に対する11項目の事前合意プロ
トコル（以下，プロトコル）の契約を行っている．
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